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 新年度がはじまり 1ヵ月が過ぎました。天候もわずかに春めかしたかと思ったら、早くも梅雨の香りがします。

そんな 4月から、多くのお客さんが南風原を訪れてくれました。観光協会、4月からエンジン全開です！ 

徳島県つるぎ町半田中学校 修学旅行生 

黄金南風の平和郷へ 

 4 月 11 日（金）に、町教育委員会と観光協会の取り次ぎで、徳

島県つるぎ町の半田中学校 3 年生 31 名が、修学旅行の一環で南風

原町に来ました。昨年度のサマースクールで交流を結んだ生徒たち

が、再開を果たして、喜んでいる光景がみられました。 

 南風原中学校全体朝礼で、両校それぞれの町を紹介し、お互いの

理解を深めた後、南風原中学校生徒会を中心に、南風原中学校の紹

介、沖縄空手の演舞、レクレーションなどが催され、両校の友好を

深めていました。ひと夏に結ばれた友情を思いだすように、交流会

は、大盛り上がりで、始終笑い声に包まれた、和やかなムードで行

われていました。 

 交流会のあと、南風原文化センターへ移動し、南風原の歴史

文化を学ぶ場で、観光協会もセンター周辺のガイドを担当。県

内で唯一残存するといわれている飯あげの道の概略や、黄金森

の病院壕群、戦前戦後の南風原の歴史を紹介しました。 

 センター内の膨大な資料に興味津々の様子で、爆弾の破片の

重さに驚いたり、沖縄では当たり前でも徳島では珍しい食品や

看板など、良い学習の場になっていたと思います。 

  

 昨年に引き続き、南風原町へ訪れてくれた半田中学校の生徒

たち。今後、観光協会が取り組んでいく、民泊などとも兼ね合

わせて、お互いに良い関係が築けるように務めていきたいです。 

かすりの道ゆき、人と出会い 

南風原を知る 

４月はかすりの道に訪れる方が多

くある月でした。 

 4月 16日（水）に、大阪東洋きも

の専門学校の学生 20名が、かすりの

道を訪れ、観光協会がガイドを務め

ました。 

「きもの専門学校」とあるだけ、参

加した学生の皆さんはかすり織物に

興味津々。寄せてもらった工房の

方々からの説明に、真剣に聴き入っ

ていました。 

 
 

 

 

 

 

 
 4月 28日（月）は、南部広域体験

宿泊協議会の方々およそ 10名が、南

風原慰霊祈和之塔からかすりの道を

歩くツアーを案内しました。もとも

と民泊などを積極的に行っている

方々なので、一歩スージ小に入った

南風原や、職人の工房、織りなされ

る反物に目を輝かせていました。 

 

 4 月からたくさんの方々に訪れて

頂いたかすりの道。今年も整備面、

イベント面に力を入れて、頑張って

いきたいと思います。 
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①
か
す
り
の
道
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
を
受
け
ま
し
た 

  

毎
週
月
曜
日
か
ら
水
曜
日
の
お
昼
に
、
日
本
中
の
「
旬
」
な
場
所

を
タ
レ
ン
ト
さ
ん
・
レ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
が
ぶ
ら
り
と
歩
き
、
現
地

の
生
の
声
を
届
け
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
ひ
る
ブ
ラ
」。 

４
月
２
１
日
（
月
）
の
お
昼
、「
ひ
る
ブ
ラ
」
に
南
風
原
町
の
か
す

り
の
道
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
！
観
光
協
会
も
事
前
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
同
行
す
る
な
ど
、
当
時
の
取
材
が
円
滑
に
い

く
よ
う
に
協
力
し
ま
し
た
。 

         
 

放
送
終
了
後
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
全
国
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
相
次
い
だ
そ
う
で
す
。
観
光
協
会
に
も
何
件
か
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
南
風
原
町
に
関
す
る
資
料
を
送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

南
風
原
町
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
の
ひ
と
つ
、「
か
す
り
の
道
」
を
、

全
国
の
広
め
て
い
け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
務
め
て
い
き
ま
す
。 

 
 

②
歴
代
町
議
員
と
歩
く
か
す
り
の
道 

  

４
月
３
０
日
（
水
）
に
、
歴
代
の
南
風
原
町
議
員
の
方
々

の
町
内
視
察
の
工
程
組
み
と
観
光
協
会
の
か
す
り
の
道
活

性
化
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
・
説
明
を
し
ま
し

た
。 

     

  

古
民
家
・
謝
名
家
を
使
っ
て
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

し
、
議
員
の
視
点
か
ら
見
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
歴
代
議
員
か
ら
は
、
か
す
り
の
道
敷
設
当
時
の
想

い
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
聴
け
て
、
と
て
も
内
容
の
濃
い
、

良
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 

 

（
大
城
） 

 

 
 

瑞
泉
酒
造
株
式
会
社 

 

南
風
原
に
ゆ
か
り
あ
る
瑞
泉
酒
造
株
式
会
社
。
昨
年
南

風
原
の
泡
盛
を
世
に
送
り
だ
し
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
１
８
８
７
年
に
創
業
し
て
以
来
、
現
在
も
な

お
伝
統
の
味
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。 

会
社
名
で
あ
る
「
瑞
泉
」
の
由
来
は
首
里
城
内
に
あ
る

井
泉
。
清
ら
か
な
泉
の
よ
う
に
清
冽
で
芳
醇
な
酒
造
り
を

目
指
し
、
ま
た
伝
統
あ
る
泡
盛
造
り
の
繁
栄
を
願
っ
て
名

づ
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

南
風
原
の
地
で
育
ま
れ
、
そ
の
名
を
冠
す
る
南
風
原
の

お
酒
。
是
非
一
度
、
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
豊
平
） 

第
３
回
は
え
ば
る
夏
祭
り
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク 

出
店
者
団
体
募
集
の
お
知
ら
せ 

 

 

 

昨
年
８
月
に
行
い
、
会
員
の
方
々
に
も
ブ
ー
ス
や
体
験

の
提
供
を
し
て
頂
き
、
大
好
評
で
し
た
「
は
え
ば
る
夏
祭

り
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」。
今
年
も
夏
休
み
に
行
い
ま
す
！ 

 

子
ど
も
た
ち
の
自
由
研
究
や
体
験
学
習
の
お
手
伝
い

を
目
的
に
据
え
、
南
風
原
の
民
泊
に
関
す
る
体
験
学
習
指

導
者
や
、
育
成
者
の
発
掘
も
兼
ね
て
実
施
し
た
く
思
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
今
回
も
昨
年
同
様
、
会
員
の
皆
様
・

町
内
団
体
な
ら
び
に
業
社
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
体
験
指
導
者
や
お
店
な
ど
、
出
店

者
を
大
募
集
中
！
！
皆
様
の
力
を
貸
し
て
下
さ
い
！ 

５
月
末
に
１
回
目
の
準
備
会
議
を
開
く
予
定
で
す
。 

南
風
原
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
登
録
者
募
集 

 

 

 

今
年
度
の
観
光
協
会
の
事
業
の
ひ
と
つ
に
、
町
内
に
カ

ン
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
花
々
の
植
栽
を
行
い
、
町
を
訪
れ

た
方
々
を
「
お
も
て
な
し
」
す
る
活
動
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
「
南
風
原
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
１
年
目

の
ス
タ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
主
な
作
業
と
し

て
は
植
栽
に
加
え
、
月
２
回
ほ
ど
の
清
掃
活
動
や
除
草
作

業
な
ど
。
興
味
の
あ
る
方
、
ご
登
録
お
願
い
し
ま
す
！ 

  

各
お
問
合
せ
は
南
風
原
町
観
光
協
会 

☎
０
９
８-

８
５
１-

７
２
７
３ 

ま
で 

 

５
月
に
な
っ
て
さ
っ
そ
く
梅
雨
入
り
の
気
配
で
す
。
こ
ん

な
時
期
こ
そ
、
明
る
く
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 

（
嘉
数
） 

担
当 

銘
刈
／
金
城 


